
平成２９年６月２０日 

各 位 

株式会社 山口フィナンシャルグループ 

 

「YMFG 食の事業者のための販路開拓支援セミナー」 の開催のお知らせ 

 

 山口フィナンシャルグループ(社長 吉村 猛)は、魅力ある地域産品の「販路開拓支援」を目的

として、「YMFG 食の事業者のための販路開拓支援セミナー」を下記のとおり開催することとし

ましたのでお知らせします。 

 本セミナーは、展示会・商談会を活用した販路開拓の手法や、バイヤー目線による商品づくり

のポイントを食の事業者に伝え、販路開拓を支援していくことを目的としております。 

記 

【セミナー概要】 

１．日  時／会  場 

（１）広島会場 ：平成２９年７月２０日（木） １３：００～１５：４０ 

         ホテルセンチュリー21 広島（広島市南区的場町 1-1-25） 

（２）北九州会場：平成２９年７月２５日（火） １３：００～１５：４０ 

          リーガロイヤルホテル小倉（北九州市小倉北区浅野 2-14-2） 

（３）山口会場 ：平成２９年７月２６日（水） １３：００～１５：４０ 

          山口グランドホテル（山口市小郡黄金町 1-1） 

２．対 象 者  販路開拓を目指す食の事業者 

３．定  員  各会場５０名 

４．内  容 （1）「売れる商品づくりのポイント」 

           講師：元東武百貨店 販売推進部 エグゼクティブバイヤー 

               内田 勝規 氏 

        （2）「展示商談会の効果的な取組手法／地方銀行フードセレクションの魅力」 

           講師：リッキービジネスソリューション㈱ 

              食品事業部長 田崎 卓 氏 

         （3）「フード・アクション・ニッポンアワードについて」 

           講師：フード・アクション・ニッポンアワード事務局 

５．参 加 費  無料  

６．申込方法   別添のチラシにご記入のうえ、ＦＡＸ（０８３－２２３－７０７６）にてお

申込願います。 

７．申込期限  平成２９年７月１９日（水） 

８．主  催  山口フィナンシャルグループ 

９．共  催  ヤマグチ・ベンチャー・フォーラム 

                                 以 上 

 【本件に関するお問い合わせ先】 
山口フィナンシャルグループ地域振興部 吉村 ＴＥＬ０８３－２２３－７９２６ 



「魅力ある地域産品」を売り込む！
～バイヤーに響く展示・商談会の効果的な活用方法～

販路開拓支援セミナー販路開拓支援セミナー

各会場50名様

参加費

無料

第1部 13：00～14：00

売れる商品づくりの
ポイント

――― 講師 ―――

内田 勝規
（元東武百貨店 販売推進部
エクゼクティブバイヤー）

お問い合わせ
山口フィナンシャルグループ
地域振興部 吉村

⽇時
会場

083-223-7926TEL

ＦＡＸ 083-223-7076
セミナーの詳細
お申込は裏面へ⇒

定員

第2部 14：10～15：10

展示商談会の効果的な
取組手法/地方銀行フード

セレクションの魅力

――― 講師 ―――

田崎 卓
（リッキービジネスソリューション㈱

食品事業部長）

第3部 15：15～15：40

フード・アクション・
ニッポンアワードについて

――― 講師 ―――

フード・アクション・
ニッポンアワード事務局

ヤマグチ・ベンチャー・フォーラム販路開拓支援事業共催

食食の事業者必見！

山口グランドホテル

（山口市小郡黄金町1‐1）
山口会場

７/２６（水）

13:00～15:40

リーガロイヤルホテル小倉

（北九州市小倉北区浅野2‐14‐2）
北九州会場

７/２５（火）

13:00～15:40

ホテルセンチュリー２１広島

（広島市南区的場町1‐1‐25）
広島会場

７/２０（木）

13:00～15:40

開 催 場 所会 場日 時



役 職ご参加者名

役 職ご参加者名

E-mail

FAX ： ０８３-２２３-７０７６
山口フィナンシャルグループ 地域振興部 行
山口銀行、もみじ銀行、北九州銀行 地域振興部 行

参加希望

参加ご希望欄に をお願いします
□ 広島会場 （7月20日（木））
□ 北九州会場（7月25日（火）） 各会場１３：００～１５：４０
□ 山口会場 （7月26日（水））

貴社名 ご住所

代表連絡先

電 話：０８３－２２３－７９２６
担 当：山口フィナンシャルグループ 地域振興部 吉村

お 問 い 合 わ せ 先

【個人情報の取り扱いについて】
本申込書に記入いただきました個人情報は、セミナー申し込みに関する受付管理事務および開催前後の申込者様へのご
連絡等に利用いたします。その他の利用でご迷惑をおかけすることはございません。

参 加 申 込 書

「売れる商品づくりのポイント」
元東武百貨店 販売推進部 エグゼクティブバイヤー 内田 勝規 氏

中央大学卒業後、東武百貨店入社。「北海道物産展」売上げ日本一を達成。物産
展に未登場だった商品を開発、大ヒットさせ、物産展の「カリスマバイヤー」と呼ば
れテレビ、雑誌、新聞に取り上げられる。2010年退社後、㈱オフィス内田設立。

販路開拓支援セミナー講師

「展示商談会の効果的な取組手法/地方銀行フードセレクションの魅力」
リッキービジネスソリューション㈱ 食品事業部長 田崎 卓 氏

1975年4月㈱明治屋本社に入社。以来37年に亘り食品流通業界に従事。
日本のベビーフード市場の草分け的事業を30年に亘り推進。
2007年明治屋商事㈱東京支社副支社長として、新規事業推進、業務改善プロジェクト、ロジスティクス、
与信管理（リスクマネージメントなど食品流通における管理業務全般を経験。
2012年リッキービジネスソリューション㈱に入社。
入社後、食のビジネスマッチングの支援を行っている。
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